
飲食店等事業継続支援金支給事業事業名

飲食店等感染防止対策支援事業事業名

金利、保険料などの金融面での支援事業事業名

実施計画№

事業実績

〇飲食店・宿泊業者等158件に支援
 ・20%未満減少:10万円×5件=500,000円
 ・20%以上減少:20万円×153件=30,600,000円
 ・加算分:3万円×477人=14,310,000円                        合計45,410,000円

事業実績 〇飲食店・宿泊業者等169件に支援                       合計:9,621,550円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

4,541万円
R2-15

事業費
実施計画№

R2-16

効果検証
感染症拡大防止に向けた衛生管理の徹底を図るため、施設や備品等の清掃・洗浄の強化
等を推進する飲食業者及び宿泊業者等の上下水道料金の基本料金を免除することによっ
て、負担軽減と経営の安定化を図ることができた。

事業費 962万2千円

事業概要
売上が減少している町内の飲食店・宿泊業者等を対象（上記「飲食店等事業継続支援金
支給事業」の対象者）に、上下水道料金の基本料金を免除し、負担軽減を図るもの。
 支援内容:R2.7請求分からR3.1請求分までの上下水道料金の基本料金を免除

効果検証

事業概要

売上が減少している町内の飲食店・宿泊業者等を対象に事業継続への支援を行うもの。
 支援額:売上が20%未満減少…10万円
     売上が20%以上減少…20万円＋従業員1人につき3万円を加算
 支援期間:R2.5.13～R2.9.23

コロナ禍により経営に影響を受けた中小企業者等を支援することにより、雇用の維持が
図られるとともに、事業の継続の下支えとなった。

16万8千円

R2-8

効果検証
中小企業者が融資を受けた際の負担を軽減したことで、経営の安定化が図ることができ
た。

事業概要

事業運営に影響を受けている町内中小企業者が、融資を受けた際の負担軽減を図るも
の。
 支援内容:借入額のうち300万円を上限に１％以内の利子補給を3年を限度に支援
 支援期間:R2.4.1～R3.3.29

事業費

実施計画№

事業実績 〇中小企業者13件に支援       合計:167,603円

経済対策
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事業実績

〇街路灯に係る通り会負担分の支援（9通り会分）
 ・電気料負担分:2,905,382円×25%≒726,305円
 ・LEDランプリース料負担分:291,724円×25%≒72,930円
                          合計:799,235円

事業実績

〇プレミアム付商品券事業実施に係る経費に対する補助
 ・プレミアム分:99,365,000円
 ・人件費:2,393,533円
 ・事業費:10,039,467円
 ・特産品ＰＲ事業費:4,000,000円        合計:115,798,000円
（商品券発行・販売実績）
 発行総額:3億円、販売総額:2億円、プレミアム率:50%
 発行数:4万冊、額面価格:7,500円（500円×15枚）、販売価格:5,000円

事業概要
落ち込んだ地元消費の喚起及び拡大並びに地域経済の活性化を図るため、プレミアム付
商品券を発行するもの。
実施主体:新ひだか町商工会

効果検証
換金実績から、コロナ感染症の影響により落ち込んだ地元消費の喚起及び拡大、経済の
活性化に一定の効果があった。また、町特産品抽選により、特産品の活用、販売促進、
町民へのPR効果があった。（換金率99.79％）

1億1,579万8千円

R2-33実施計画№
プレミアム付商品券事業事業名

事業費

効果検証
各通りの街路灯を消灯・減灯等をすることなく、事業収入等が減少している事業者の負
担軽減を図ることができた。

79万9千円

R2-43

事業概要
商工事業者で構成する通り会の事業収入等の減少に伴い、街路灯の電気料等の負担軽減
を図るもの。
 支援内容:街路灯電気料及び使用料の25%を支援

通り会電気料等負担軽減事業事業名
事業費

実施計画№
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事業実績 〇中小事業者59件を支援    合計:19,602,000円

事業実績
〇花き生産者53戸に支援
  1,339.5ａ×50,000円/10a＝6,697,500円

事業実績

〇花き購入等に係る費用（67施設（70カ所）分）
 ・施設装飾分20本×220円×70施設×8回＝2,464,000円
 ・無料配布分5本×220円×10人×7店舗×8回＝616,000円
 ・アレンジメント、配送手数料（花販売店:役務費）
  11,000円×70施設×8回＝6,160,000円        合計:9,240,000円

1,960万2千円

R2-34

事業概要

「新しい生活様式」等に対応した事業運営やビジネスモデルの構築に取り組む町内の中
小事業者に対して支援するもの。
 対象経費:感染症対応に係る設備投資、感染防止に向けた店内改修に係る経費等
 支援内容:対象経費から5万円を差引いた額の3/4以内、上限額50万円、下限額5万円

新型コロナウイルス感染症対応経営環境改善補助事業事業名

花き次期作支援事業事業名

事業概要

花きの売上減少の影響を受けた花き農家に対し次期作における種苗等の資材導入に係る
経費の一部を支援するもの。
 支援内容:10a当たり5万円
 事業主体:農業協同組合

効果検証
コロナ感染症に対応した新しい生活様式に基づく環境整備や、新たなビジネスモデル構
築をする町内中小企業者等を支援することで、産業経済の持続的発展が図ることができ
た。

669万8千円

R2-14

効果検証
次期作における種苗等の導入経費の負担軽減が図られ、花きブランドの維持及び農業経
営の安定に寄与することができた。

924万円
R2-36

事業費
花のあるくらしづくり推進事業事業名

事業概要
町内産の花きを活用したアレンジメントフラワーで町内施設を彩り、町民が前向きな気
持ちで生活が送れるような環境づくりを推進するもの。

効果検証
生産者及び生花店の経営の安定と、町民が前向きな気持ちで生活が送れる環境づくりを
推進することができた。

実施計画№

事業費

実施計画№

事業費

実施計画№
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事業概要

大幅な売上減少の影響を受けた素牛の緊急的対策として、販売された肥育素牛が前年平
均価格を下回った場合に支援するもの。
 支援内容:1頭当たり3万円
 事業主体:農業協同組合

1,296万円

R2-37実施計画№
肉用牛生産緊急支援対策交付金事業名

効果検証 和牛素牛の地域ブランド維持及び農業経営の安定に寄与することができた。

750万円

R2-38

事業費
軽種馬市場感染症対策事業補助金事業名

事業実績
〇和牛素牛生産者60戸を支援
 ・432頭×30,000円＝12,960,000円

購買者の来場減少が懸念される軽種馬市場に対して、感染予防対策の取組みに係る経費
を支援し、軽種馬市場の活性化及び生産者の経営安定化を図るもの。
 支援内容:対象経費の3/4以内

効果検証
感染予防対策等により多くの購買者が来場され、盛況に市場が開催されたことによっ
て、生産者経営の安定化及び地域経済活性化に寄与することができた。

1,719万円

R2-41
漁業継続支援事業事業名

事業実績
〇市場施設の換気設備の新設、改修費の支援
 ・11,111,800円（新設・改修経費）×3/4以内（補助率）≒7,500,000円

事業概要

事業概要

魚価維持のための出漁自粛を強いられている漁船漁業を営む者を対象に、漁船階層別に
交付金を交付し、事業継続意欲の向上及び生産高の維持を図るもの。
 支援内容:船外機船 1隻当たり3万円
      5トン未満船 1隻当たり10万円
      5トン以上船 1隻当たり20万円
 事業主体:ひだか漁業協同組合

効果検証
水産物の需要減による影響を受けた漁業者に対し、かかる経費の一部を支援すること
で、事業継続に向けた意欲の回復・向上を図ることができた。

事業実績

〇漁業者（漁船282隻分）に対して支援
  ・船外機船193隻×30,000円＝5,790,000円
  ・5トン未満船64隻×100,000円＝6,400,000円
  ・5トン以上船25隻×200,000円＝5,000,000円      合計:17,190,000円

実施計画№

事業費

実施計画№

事業費
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事業実績
〇漁業に係る輸送経費等の必要な経費の一部助成
 ・総事業費:52,500円/日×実稼働日数84日＝4,410,000円
 ・4,410,000円×補助率1/2以内≒2,099,000円

事業実績
〇種苗生産、放流等の費用を減産割合に応じて助成
 ・総事業費24,692,259円（うち対象事業費13,351,000円）
 ・13,351,000円×減産割合30.92％×補助率3/4≒3,095,000円

効果検証
水産物の加工生産から保管までの過程のうち他の補助制度等の対象とならない輸送経費
等の必要な費用を支援することで、一連の取組みが効果的に実施され、魚価暴落に対す
る価格の下支えとなった。

309万5千円

R2-9実施計画№

事業概要

生産が減少している栽培漁業対象種について、種苗生産等の経費の一部を支援し、持続
的な漁業資源の維持を図るもの。
 対象魚種:ホッキ貝、ナマコ、エゾボラ、クロソイ、エゾバフンウニ
 支援内容:対象経費に減産割合を乗じた額の3/4以内
 対象者:ひだか漁業協同組合

効果検証
出漁自粛による生産高の減少で実施が危ぶまれた栽培漁業を計画的に実施したことによ
り、今後の資源の維持・増大を図ることができた。

生産性向上へ取り組む事業者への支援事業事業名

事業概要

魚価暴落に対する価格の下支えのため、出荷に係る輸送経費等の必要費用を支援し、生
産加工から保管までの一連過程の総合的な推進を図るもの。
 支援内容:加工生産から保管までの一連過程のうち、加工品等の輸送に要する経費の
      1/2助成
 対象者:ひだか漁業協同組合

水産物輸送支援事業事業名
209万9千円

R2-42

事業費

実施計画№

事業費
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事業実績
〇水産物出荷時期調整のため冷凍庫賃借料を助成
 ・月額リース料80,000円×12ヵ月分×補助率1/2＝480,000円

事業実績
〇製材加工品（牧柵、製材等）48件分を助成。
 ・製材等:21件 3,383,300円
 ・牧柵:27件 8,811,500円            合計:12,194,800円

事業実績 〇校庭築山改修工事に係る経費      合計:6,380,000円

48万円

R2-10

事業費農林水産物の生産・流通・小売業者による流通改善支援
事業

事業名

638万円

R2-40

事業概要

魚価暴落対策として生鮮魚の一次加工品を保管する冷凍庫の借上経費の一部を支援し、
出荷調整を行い魚価の下支えを図るもの。
 支援内容:月額賃借料の1/2以内
 支援期間:R2.4.1～R3.3.23
 対象者:ひだか漁業協同組合

効果検証
冷凍庫の借上経費の一部支援により、出荷調整できる体制が整備され、魚価の下支えに
よる漁業の維持を図ることができた。

1,219万5千円

R2-39
製材加工品販売促進補助金事業名

木材を活用した校庭築山改修事業事業名

効果検証 製材加工品（牧柵等）購入経費の一部支援により、木材利用の促進が図られた。

地元産の木材需要の回復と子どもたちが地元産材に触れる環境の整備が図られた。

実施計画№

事業費

実施計画№

事業費

実施計画№

事業概要

地元産材の木材加工製材の需要が減少しているため、町内製材事業者から製材加工品を
購入する者に対し、購入額の一部を助成し、木材利用の促進を図るもの。
 支援内容:製材等 対象経費の1/2以内（上限20万円）
      牧柵  対象経費の1/2以内（上限40万円）
 支援期間:R2.7.31～R3.3.5

事業概要
木材需要が停滞している地元産材の活用を支援するため、高静小学校校庭にある築山
（体力山）を木材を使ったものに改修し、木材需要の回復と子ども達が地元産材に触れ
ることができる環境を作るもの。

効果検証
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301万円

R2-7実施計画№
緊急対応型雇用創出・研修事業事業名

事業概要
解雇や雇止め等により就労機会を失った方々に対して雇用をサポートするもの。（会計
年度任用職員としての雇用）

効果検証
コロナ禍の影響により就労機会を失った方々の雇用をサポートすることで、地域経済の
維持に繋げることができた。

613万5千円

R2-60

事業費

事業実績

〇町内幼稚園及び保育施設等に従事している保育士等（202人）に対し支援
 ・商品券印刷代:104,000円
 ・保育士等慰労支援金:1,000円×商品券6,031枚＝6,031,000円
                           合計:6,135,000円

実施計画№
保育士等慰労金支援事業・地域経済活性化事業事業名

事業実績

〇会計年度任用職員2名雇用に係る経費
 ・フルタイム1名×175,576.3円×7か月=1,229,034円
 ・パートタイム1名×174,440.4円×8か月＝1,395,523円
 ・共済費（社会保険料） 385,225円
                    合計:3,009,782円

事業概要

自らの感染への不安を感じながら集団感染の防止に努め、保育業務に従事していただい
ている方々に対する慰労を目的として支援するもの。
 支援内容:商品券3万円/人
 支援期間:R2.10.26～R3.3.25

効果検証
慰労を目的として商品券を支給することにより、働く意欲の支えになるとともに、町内
の商工業の振興及び活性化を図ることができた。

事業費
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事業実績

〇ごみの収集・受入・選別に従事する者、し尿の収集に従事する者（53人）に対し支援
 ・商品券印刷代:36,965円
 ・ゴミ収集等従事者慰労支援金:1,000円×商品券1,044枚＝1,044,000円
                           合計:1,080,965円

事業実績

〇指定管理者2件に対し支援金を支給
  ・静内:実損失額2,916,000円×1/2≒1,400,000円
  ・三石:実損失額11,719,000円×1/2≒5,800,000円
                           合計:7,200,000円

ごみ収集等従事者慰労金支給事業事業名

温泉施設事業継続支援事業事業名

事業概要

自らの感染への不安を感じながら、ゴミ収集やし尿収集業務に従事していただいている
方々に対する慰労を目的として支援するもの。
 支援内容:商品券2万円/人
 支援期間:R2.10.26～R3.2.25

事業概要
コロナ感染症の影響により売上が減少した町立温泉施設の事業継続を図るため、対象指
定管理者に対し支援金を支給するもの。
 支援内容:実損失額の1/2以内（入館料収入減少額の2/3を上限）

効果検証
売上が落ち込み経営状況が悪化する中、支援金の支給により、各種ガイドライン等に基
づくコロナ感染症の予防対策を講じながら、事業継続を図ることができた。

効果検証
慰労を目的として商品券を支給することにより、働く意欲の支えになるとともに、町内
の商工業の振興及び活性化を図ることができた。

事業費 720万円

実施計画№ R2-67

108万1千円

R2-61

事業費

実施計画№
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